
本茶会は、志度寺書院から見える美しい「無染庭」を眺めながら、重要無形文化財総合指定保持者の

丹下紀香の小鼓演奏を楽しんでいただける茶会となっております。

志度寺は推古天皇33年（625年）の創建と伝わり、四国霊場屈指の古刹です。

平安時代の『梁塵秘抄』にも、霊験所として登場するなど、古くから観音霊場として信仰されてきました。

創建1400年という貴重な年に立ち会えますことに感謝をし、席主の中島 宗津が思いを込めた設えで皆様をお迎えいたします。

１９６２年（昭和３７年）に作庭家、重森三玲によって枯山水
「無染庭」が造られました。

志度寺に伝わる伝説で、謡曲や浄瑠璃の演目として知られる
「海女の玉取り縁起」を題材に、瀬戸内海の情景を七個の石と
島と舟、そして庭一面に敷き詰めた白砂で表現しています。

席主：裏千家 中島 宗津 小鼓：幸流 職分 丹下 紀香

無染庭

志度寺創建１４００年
記念茶会

【お問合せ】

志度寺納経所（８：００～１７：００）

〒769-2101 香川県さぬき市志度1102番地

087-894-0086

日 時：令和7年5月11日（日曜日）10：00～15：00

場 所：志度寺 書院

料 金：３，０００円

※志度寺納経所にてお茶会チケットを販売しております。

※チケットの半券で、志度寺本尊御開帳にご入場いただけます。

主催：裏千家正教授中島宗津 後援：四国八十八ヶ所霊場第八十六番札所補陀落山志度寺
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